



















行い，守備の動きを 3次元 DLT 法によって動作分析した． 
研究課題 1.  
 一流選手によるコンビネーション攻撃および 2 段トスからの攻撃に対する守備隊形
の検討． 
研究課題 2.  






 これらの課題を検討するために，本研究では，FIVB ワールドカップバレーボール 2011
男子大阪大会におけるアルゼンチン対キューバ，ポーランド対イラン，セルビア対日本，
イラン対アルゼンチン，キューバ対セルビア，日本対ポーランドの 6 試合 27 セットを 3
台のカメラで撮影し，3 次元 DLT 法により一流選手の守備動作を分析した． 
 
【結果と考察】 
 第 5章では，コンビ攻撃に対する守備隊形を明らかにするために，分析対象とした 200
試技の守備隊形を検討した．守備位置の平均値で全体的な傾向をみてみると，スパイカー
打撃時における守備隊形は，コンビ攻撃，2 段トスからの攻撃のどちらのゲーム状況であ






 セッタートスインパクト時における守備隊形は，攻撃の種類，コンビ攻撃あるいは 2 段
トスからの攻撃にかかわらず，ほとんど違いは認められなかった． 


















 上肢の動きについて指尖高変化をみてみると，両手を約 2m 以上あげたままブロックジ
ャンプするあるいは，腕を下げた位置からブロックジャンプするどちらの場合でも運動成
果を発揮しており，どちらの動作であっても問題はないと考えられる． 




で約 64%で 2 人ブロックが形成されていた．また，2人ブロック形成時の守備成功につい
ては，レフトサイド攻撃，ライトサイド攻撃でそれぞれ約 55%，約 39%となっていた．つ
まり，攻撃時間の短い両サイドからの攻撃に対して，センターブロッカーができるだけ参












 さらに第 8 章では，守備の第一線であるブロックを抜けてきた強打に対するレシーブの
動きを検討した．トップレベルのゲームでは，強打を守備した回数 477回の内，レシーブ






























 第 2 について，本研究では，フィールド実験法と 3 次元 DLT 法を採用して，科学的研
究による動作分析データをコーチング実践に還元するという前提を含んでいる．阿江
（1997）は「動作分析データは運動の実態は明らかにするが，現場に役立たないと言われ
ることが多かった．しかし勘どころを押さえた分析を行い，運動者の状況と関連づけてデ
 ータを解釈することができるようになり，以前に比べると動作分析データがかなり活用さ
れるようになった」と述べている．本研究では，コーチングの実践現場において指導の観
点となる動きを定量化することにより，指導者および選手がその動きをイメージできる科
学データとして提供した．これまで数多くの動作分析による学術研究が報告されているが，
現場に役立つ実戦研究は少なく，学術的価値は高いと考えられる．また，マルチサポート
事業（文部科学省）に貢献することが可能な実戦研究の 1 つであり，コーチング現場にお
いて，今後ますます研究要請が高まる科学研究の 1つとして期待される点で，社会的意義
もある． 
 以上のようなことから，本研究はこれまでの研究と一線を画する結果となっており，得
られた知見はこれまでの先行研究や指導書では明確にされていなかった一流選手の守備戦
術・技術について，実践現場のコーチングを想定し分析したことは，今後の一流選手の守
備技術の指導，改善に役立つものになると考えられる． 
